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YouTubeチャンネル
『連合新潟TV』
チャンネル登録も

お願いします！

連合新潟に集う仲間の力を結集し、最後まで団結してガンバロー！

（左から）決意表明の山上翼さん（JP労組）、
佐藤祐太さん（全国ガス）、野村祐行さん（自治労）

登坂副会長から力強く訴えかける！

県知事をはじめとして各団体のトップが率直
な意見を出しあいました

出席県議から多くの意見やアドバイスを
いただきました連合新潟小林会長から経営者

協会殖栗会長へ要請書を手交

集会の前段には、
「賃上げで支える
地域の未来」をテ
ーマに打越さくら 
参議院議員よりご
講演をいただきま
した。

連 合 新 潟
ホームページ

(1) 第409号 2025年３月15日（毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

小林会長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

３月の主な活動
	 1日	 第2回地協代表者会議
	 	 第31回にいがたユニオン
	 	 	 定期大会

	 7日	 労働局要請
	 	中小企業団体中央会要請

	 8日	 第3回女性委員会
	 	 第31回国際女性デー
	 	 	 にいがた集会

	10日	 県知事要請
	 	 商工会連合会要請

	19日	 第5回四役会議

	28日	 第5回執行委員会

	29日	 2025春季生活闘争
	 	 	中小・地場総決起集会

働く仲間の力を結集し
「みんなでつくろう！ 賃上げがあたりまえの社会」

2025春季生活闘争勝利！ 新潟県中央総決起集会を開催

賃
上
げ
機
運
の

        

一
層
の
醸
成
に
向
け
て

新
潟
政
労
使
会
議
開
催

　

３
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
新
潟
駅
前

で
、
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争

と
連
動
し
た
連
合
ア
ク
シ
ョ
ン

の
一
環
と
し
て
、
街
宣
行
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

街
宣
行
動
で
は
、
登
坂
副
会

長
を
は
じ
め
、
参
加
し
た
連
合

新
潟
四
役
が
順
に
マ
イ
ク
を
握

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
今

次
春
季
生
活
闘
争
の
重
要
性
や

意
味
を
、
県
民
へ
力
強
く
訴
え

ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
新
潟

県
支
部
の
小
林
孝
徳
さ
ん
か
ら

　

２
月
27
日
、
連
合
新
潟
と
新

潟
地
協
は
、
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ

ラ
ザ
で
「
２
０
２
５
春
季
生
活

闘
争
勝
利
！ 

新
潟
県
中
央
総

決
起
集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
林
闘
争
委
員
長
（
連
合
新

潟
会
長
）
は
、
冒
頭
の
あ
い
さ

つ
で
、「
実
質
賃
金
が
低
下
し

て
い
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
労

働
の
価
値
が
低
下
し
て
い
る
こ

と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
現
場
で

真
面
目
に
技
術
や
技
能
を
積
み

重
ね
て
き
た
労
働
者
が
報
わ
れ

る
賃
上
げ
が
必
要
だ
」
と
述
べ

た
う
え
で
、
２
０
２
５
春
季
生

活
闘
争
は
、
賃
金
が
上
が
る
こ

と
は
当
た
り
前
と
い
う
意
識
を

定
着
さ
せ
て
い
く
た
め
の
重
要

な
局
面
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最

後
ま
で
の
粘
り
強
い
交
渉
と
共

闘
体
制
の
強
化
を
訴
え
ま
し
た
。

　

決
意
表
明
で
、
Ｊ
Ｐ
労
組
・

山
上
翼
さ
ん
は
、「
日
本
郵
政

グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
も
人
手
不

足
は
深
刻
化
し
て
い
る
。
特
に

金
融
業
界
に
お
い
て

は
、
初
任
給
も
含
め

た
賃
上
げ
の
動
き
は

大
き
く
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
優
秀
な

人
材
を
確
保
し
て
い

く
た
め
に
も
、
競
合

他
社
に
取
り
残
さ
れ

な
い
賃
上
げ
を
求
め
、

最
後
ま
で
粘
り
強
く

取
り
組
ん
で
い
く
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

全
国
ガ
ス
・
佐
藤

祐
太
さ
ん
（
北
陸
ガ

ス
労
働
組
合
）
は
、

「
ガ
ス
産
業
で
は
、

人
口
や
世
帯
数
の
減

　

２
月
14
日
、
新
潟
市
内
で
新

潟
政
労
使
会
議
が
開
催
さ
れ
、

行
政
、
経
済
界
、
労
働
界
か
ら

13
団
体
が
出
席
し
、「
賃
金
引

上
げ
、
価
格
転
嫁
に
向
け
た
取

組
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
労
働
界
か
ら
唯

一
の
出
席
と
な
っ
た
小
林
会
長

は
、
連
合
新
潟
の
春
季
生
活
闘

争
の
取
り
組
み
を
報
告
し
、
①

県
の
共
同
宣
言
や
公
正
取
引
委

員
会
の
指
針
な
ど
の
認
知
度
の

向
上
②
企
業
取
引
研
究
会
の
ま

と
め
を
踏
ま
え
た
下
請
け
法
の

早
期
改
正
と
早
期
の
施
行
③
運

輸
、
医
療
・
介
護
、
福
祉
分
野
、

公
共
調
達
部
門
の
賃
上
げ
促
進

の
３
点
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
２
度
目
の
開
催

と
な
っ
た
今
年
の
会
議
で
は
、

各
団
体
が
抱
え
る
課
題
や
特
徴

あ
る
取
り
組
み
な
ど
が
共
有
さ

も
産
業
課
題
等
に
触
れ
な
が
ら

ア
ピ
ー
ル
行
動
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
連
合
本
部
が
作
成

し
た
「
価
格
転
嫁
・
組
合
づ
く

り
」
チ
ラ
シ
を
封
入
し
た
ポ
ケ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
も
同

時
に
行
い
、
取
り
組
み
の
相
乗

効
果
を
高
め
ま
し
た
。

　

土
曜
日
の
午
前
中
で
人
通
り

も
多
く
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に

連
合
新
潟
や
労
働
組
合
の
存
在

価
値
・
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
は
、

ま
も
な
く
最
初
の
ヤ
マ
場
を
迎

え
ま
す
。

　

真
摯
か
つ
粘
り
強
い
交
渉
を

行
い
、
前
年
を
上
回
る
回
答
・

妥
結
で
新
潟
県
内
の
賃
上
げ
相

場
を
早
期
に
形
成
し
、
す
べ
て

の
働
く
仲
間
へ
波
及
さ
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

れ
、
価
格
転
嫁
促
進
に
対
し
て

各
団
体
の
方
向
性
が
同
じ
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
を
や
っ
て
終
わ
り
で
は
な

く
、
中
小
企
業
の
賃
上
げ
に
む

け
て
、
連
合
新
潟
も
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
の
普
及
促

進
を
は
じ
め
と
し
て
、
適
正
な

取
引
と
価
格
転
嫁
を
は
か
る
た

め
の
行
動
を
継
続
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

２
月
19
日
、
新
潟
市
内
で

第
22
回
連
合
新
潟
推
薦
県
議

会
議
員
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
の
懇
談
会
は
３

月
10
日
に
行
う
春
季
生
活
闘

争
の
新
潟
県
へ
の
要
請
事
項

が
中
心
と
な
り
、
要
請
事
項

に
つ
い
て
県
議
会
各
委
員
会

で
の
協
議
の
状
況
を
お
聴
き

し
た
り
、
今
後
に
む
け
て
の

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
出

席
の
県
議
か
ら
は
多
様
な
角

度
か
ら
、
多
く
の
質
問
や
意

見
が
出
さ
れ
、
連
合
と
連
合

新
潟
の
考
え
方
の
理
解
を
深

め
ら
れ
た
機
会
と
な
り
ま
し

　

２
月
25
日
、
新
潟
東
映
ホ
テ

ル
で
、
第
37
回
新
潟
県
労
使
懇

談
会
を
開
催
し
、
連
合
新
潟
か

ら
一
般
社
団
法
人
新
潟
県
経
営

者
協
会
へ
賃
上
げ
や
適
正
取
引

に
む
け
た
環
境
整
備
、
労
働
条

件
の
改
善
な
ど
、
２
０
２
５
春

季
生
活
闘
争
に
関
す
る
要
請
を

行
い
ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
冒
頭
、
連
合
新
潟

小
林
会
長
は
、
多
く
の
加
盟
組

た
。

　

ま
た
連
合
新
潟
２
０
２
５

春
季
生
活
闘
争
方
針
の
説
明

を
行
っ
た
ほ
か
、
新
潟
県
内

に
お
け
る
価
格
転
嫁
の
状
況
、

公
的
・
公
立
病
院
に
対
す
る

経
営
支
援
に
つ
い
て
も
意
見

交
換
し
、
こ
れ
ら
は
県
議
会

２
月
定
例
会
、
そ
し
て
そ
の

後
の
議
会
へ
の
意
見
反
映
や

意
見
書
の
提
出
な
ど
、
連
合

新
潟
の
政
策
・
制
度
の
実
現

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

推薦県議との
さらなる連携にむけて、

懇談会を開催

第37回新潟県
労使懇談会を開催

賃上げの必要性を労使で共有

合
で
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
る
現
状
に
あ
る
こ
と
、
暮
ら

し
に
ゆ
と
り
が
あ
る
と
感
じ
て

い
る
方
は
少
数
で
あ
る
こ
と
、

労
務
費
を
含
め
た
価
格
転
嫁
の

さ
ら
な
る
浸
透
、
大
手
組
合
と

中
小
組
合
と
の
格
差
な
ど
の
課

題
に
触
れ
つ
つ
、
物
価
上
昇
に

負
け
な
い
賃
上
げ
の
必
要
性
に

つ
い
て
挨
拶
し
、
理
解
を
求
め

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
新
潟
県
経
営

者
協
会
の
殖
栗
会
長
は
、「
現

在
の
日
本
や
世
界
情
勢
は
先
行

き
が
不
透
明
で
、
将
来
の
予
測

が
困
難
な
状
態（
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
）で

あ
る
も
の
の
、
２
０
２
４
労
使

交
渉
で
は
近
年
に
な
い
高
い
賃

上
げ
が
実
現
さ
れ
、
長
期
間
停

滞
し
て
い
た
物
価
や
賃
金
が
動

い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ

の
動
き
を
一
過
性
に
せ
ず
定
着

さ
せ
、
新
潟
県
や
日
本
経
済
が

再
び
成
長
の
時
代
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
、
労
使
で
協
力
し
て
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
各
産
業
が
抱
え

る
課
題
や
価
格
転
嫁
、
中
小
企

業
の
実
情
な
ど
、
情
報
の
共
有

を
含
め
た
幅
広
い
内
容
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
年
を
上
回
る
賃
上
げ
の
実

現
に
は
、
労
使
双
方
の
理
解
と

真
摯
な
協
議
が
必
要
で
す
。
引

き
続
き
経
済
団
体
に
対
し
、
理

解
を
得
る
た
め
の
要
請
行
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

少
、
省
エ
ネ
意
識
の
広
が
り
、

資
源
価
格
の
高
騰
と
い
っ
た
課

題
が
多
い
中
で
、
各
社
が
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
展
開
す

る
な
ど
、
競
争
が
激
化
し
て
い

る
。
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争

で
は
、
賃
金
、
一
時
金
、
企
業

内
最
低
賃
金
、
主
体
的
取
り
組

み
事
項
を
4
本
柱
に
ガ
ス
産
業

全
体
の
魅
力
向
上
に
つ
な
げ
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

自
治
労
・
野
村
祐
行
さ
ん

（
新
潟
市
職
員
労
働
組
合
）
は
、

「
公
務
関
係
の
春
季
生
活
闘
争

の
取
り
組
み
は
、
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
が
本
格
的
と
な
る
が
、

物
価
上
昇
に
負
け
な
い
賃
金
改

善
、
適
正
な
人
員
配
置
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
、
総
実
労

働
時
間
の
縮
減
な
ど
、
引
き
続

き
職
場
の
抱
え
る
課
題
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
民

間
組
合
の
後
押
し
も
し
っ
か
り

行
っ
て
い
く
」
と
決
意
表
明
し

ま
し
た
。

　

集
会
ア
ピ
ー
ル
は
、
連
合
新

潟
地
協
青
年
女
性
委
員
会
・
嘉

瀬
祥
太
委
員
長
か
ら
提
案
さ
れ
、

満
場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
連
合
新
潟
青
年
委
員

会
・
関
川
貴
大
委
員
長
の
発
声

に
よ
る
「
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
」
で
連
合
新
潟
に
集
う
仲
間

の
団
結
力
を
さ
ら
に
高
め
、
最

後
は
、
連
合
新
潟
地
協
・
丸
山

淳
議
長
の
掛
け
声
に
よ
る
「
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
集
会
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　

前
年
を
上
回
る
賃
上
げ
を
実

現
し
、
賃
上
げ
が
あ
た
り
ま
え

の
社
会
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま

し
ょ
う
！

　

本
集
会
の
様

子
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ

ン
ネ
ル
「
連
合

新
潟
Ｔ
Ｖ
」
で

も
視
聴
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

集
会
に
あ
わ

せ
て
行
っ
た
、

「
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
（
連
合
ア

ク
シ
ョ
ン
）」

で
は
、
食
品
29
・
３
㎏
、
日
用

品
５
・
36
㎏
の
提
供
が
あ
り
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

連
合
ア
ク
シ
ョ
ン

       

３
・
１
街
宣
行
動
を
実
施



※正式申込時点で30歳の方は、ご契約時に31歳を迎えてもキャンペーン金
利を適用します。※実施期間前に正式申込し、ご契約が2026年1月以降とな
る方も対象となる場合がございます。詳しくは店頭へお問い合わせください。

新潟ろうきん 新潟ろうきん 検 索

期間中にマイカーローンを
新規お申込みまたは、ご契約いただいた

３０歳以下の方
対象者

キャンペーン
金利

マイカーローン
金利引下げキャンペーン応援！

30U-

夢ま
で

乗
せ
て 最下限金利適用

2025年2 1（土）～12 30（火）まで2025年2 1（土）～12 30（火）まで

最新の金利やキャンペーンの詳細は
ホームページからご確認ください

実施
期間

13×8cm

新潟推進本部
( 新潟県総合⽣活協同組合 )

※画像はイメージです。※在庫状況によっては、
他のノベルティをお渡しする場合がございます。

1524Z017

公式キャラクター
ピットくん

※いずれか1つをお選びいたたきます。

連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）

シモダ産業株式会社・霜田真紀子氏

佐藤委員長の掛け声で団結ガンバロー

女性委員会・阿部副委員長	開会挨拶
「ようこそ新潟へ！」

福井ジェンダー平等推進委員長より
活発な議論を要請

2025年３月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第409号

　

街
の
書
店
が
こ

の
10
年
で
半
減
し

て
い
る
と
い
う
記

事
を
読
ん
だ
。
要

因
は
ネ
ッ
ト
通
販

市
場
の
拡
大
や
電

子
書
籍
の
普
及
な
ど
、
今
後

も
更
に
減
少
し
て
い
く
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
書
店
も
集

客
に
必
死
の
よ
う
で
、
座
っ

て
読
め
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

し
て
い
る
店
も
多
い
よ
う
だ
。

ま
た
、
経
済
産
業
省
が
書
店

を
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
発
足
し
た
と
の
こ

と
で
、
世
の
中
が
便
利
に
な

っ
た
か
ら
そ
れ
で
よ
い
の
で

は
な
く
、
社
会
が
そ
れ
を
問

題
視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

街
中
に
あ
る
書
店
は
い
つ
も

新
し
い
発
見
が
あ
り
多
様
な

情
報
や
価
値
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
場
で
あ
り
、

減
っ
て
い
く
の
は
非
常
に
残

念
。 

YG

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
会
議

�

新
潟
で
開
催

連
合
新
潟
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
計
画

      

フ
ェ
ー
ズ
２
の
策
定
に
む
け
て

 

本
格
的
に
議
論
を
ス
タ
ー
ト

安心して働ける雇用を、
すべての人に！

～みんなの力で職場を改善しよう～

　

２
月
14
日
に
新
潟
市
・
万
代

シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
で
２
０
２
５

年
度
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
連
合
本

　

２
月
10
日
、
勤
労
福
祉
会
館

に
て
第
２
回
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
連
合
新
潟

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
計
画
フ

ェ
ー
ズ
１
の
取
り
組
み
状
況
調

査
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
２
０
２
２
年
の
11
月
か

ら
開
始
し
た
フ
ェ
ー
ズ
１
は
２

０
２
５
年
10
月
末
ま
で
を
取
り

組
み
期
間
と
し
、
11
月
か
ら
は

フ
ェ
ー
ズ
２
を
新
た
に
開
始
し

ま
す
。
フ
ェ
ー
ズ
２
の
計
画
を

策
定
す
る
に
あ
た
り
、
フ
ェ
ー

ズ
１
の
ま
と
め
と
評
価
を
行
う

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
、

各
構
成
組
織
・
地
域
協
議
会
を

対
象
に
取
り
組
み
状
況
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
各
組
織
よ
り
調

査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
月
13
日
と
14
日
の
２
日
間
、

連
合
全
国
一
斉
集
中
労
働
相
談
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

１
月
14
日
に
下
越
地
協
か
ら
周

知
街
宣
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
ス
タ
ー
ト

し
、
各
地
協
に
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
県
内
各
所
で
の
周
知
活

動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
聞

広
告
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
グ
ー

グ
ル
広
告
な
ど
も
活
用
し
て
周
知

を
し
ま
し
た
。

　

介
護
職
場
や
こ
ど
も
園
、
物
流

倉
庫
な
ど
様
々
な
職
場
で
働
く
労

働
者
か
ら
、
２
日
間
で
10
件
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
相
談
内

容
は
多
岐
に
渡
り
、
職
場
内
の
人

部
、
連
合
新
潟
・
富
山
・
石
川
・

福
井
の
女
性
委
員
会
役
員
な
ど

総
勢
23
人
が
参
加
し
、
連
合
新

潟
か
ら
は
９
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

連
合
本
部
か
ら
「
２
０
２
５

年
度
運
動
方
針
」「
２
０
２
５

春
季
生
活
闘
争
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
・
多
様
性
推
進
課
題
に
関

す
る
取
組
み
）」「
改
正
育
児
・

介
護
休
業
法
」「
連
合
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
推
進
計
画
フ
ェ
ー
ズ

２
」
に
つ
い
て
提
起
が
あ
っ
た

後
に
、
各
地
方
連
合
会
の
活
動

会
で
は
、
シ
モ
ダ
産
業
株
式
会

社
で
代
表
取
締
役
副
社
長
の
霜

田
真
紀
子
氏
よ
り
「『
越
後
バ

ナ
ー
ナ
』
が
つ
く
り
出
す
循
環

～
エ
シ
カ
ル
消
費
で
未
来
を
変

え
よ
う
～
」
と
題
し
て
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
シ
モ
ダ
産

業
株
式
会
社
は
、
産
業
廃
棄
物

処
理
施
設
の
排
熱
を
利
用
し
て

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
の
室
温
を

一
定
に
保
ち
バ
ナ
ナ
栽
培
の
取

組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
演

の
な
か
で
霜
田
氏
は
「
自
社
の

理
念
で
あ
る
循
環
か
ら
生
ま
れ

た
越
後
バ
ナ
ー
ナ
を
通
じ
て
、

　

２
月
13
日
、
勤
労
福
祉
会
館

に
て
、「
新
潟
県
・
食
と
環
境

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
18
回
総
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟

県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、「
食
・
緑
・
水
」
を
中
心

と
し
た
、
食
料
・
環
境
問
題
や

食
の
安
全
等
生
活
に
関
わ
る
諸

問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
会
員
相

互
の
連
携
を
図
り
課
題
の
解
決

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
連

合
新
潟
と
コ
ー
プ
デ
リ
に
い
が

た
で
構
成
す
る
団
体
で
す
。
総

会
に
は
、
構
成
団
体
か
ら
27
人

の
組
合
員
が
参
加
し
、
２
０
２

４
年
度
活
動
・
会
計
報
告
、
２

０
２
５
年
度
の
活
動
方
針
、
予

算
、
役
員
体
制
に
つ
い
て
承
認

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
後
の
記
念
講
演

糸魚川市議会議員選挙
（4月20日投開票・定数18）

田
たなか りゅういち

中立一
無所属

現④  71歳

十日町市議会議員選挙
（4月27日投開票・定数19）

滝
たきざわ さだちか

沢貞親
社会民主党
現①  65歳

食の安心・安全　
　　　　のために

～新潟県 ・食と

環境ネットワーク

第18回総会～

４月の自治体選挙連合新潟推薦候補予定者

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン

第
31
回
定
期
大
会
開
催

■ 村上の春の風物詩「人形様巡り」
 ■■■  下越地協 発  ■■■

　今回は下越地協管内の北の城下町、村上市の
「町屋の人形様巡り」をご紹介します。
　平成12年にスタートした村上の春の風物詩
として知られ、旧町人町一帯の町屋・商店街で
各家が代々大切にしてきた「お人形様」を無料
公開するイベントです。
　令和７年は第26回目を迎え３月１日から４
月３日まで開催されます。
　村上市は城下町として古き良き伝統や歴史・
文化・街並みなどを非常に大切にしていて、人
形様巡りなどの季節に合わせたイベントなども
多く、新潟県を代表する観光の町です。
　「人形様巡り」ではゆっくりと町屋を散歩し
ながら各お店の人形様を見て、美味しいものを
飲んだり食べたり…。
　私はお茶の九重園さんの人形様を拝見し、店
内の町屋カフェ「九兵衛庵」にてお抹茶と和菓
子をいただきました。町屋づくりのお部屋での
一服は、時の流れもゆるやかに感じられる癒し
のひとときでした。

私の地
まち

域からこんにちは！⑧

報
告
お
よ
び
質
疑
・
意
見
交
換

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
女
性
組
合

員
の
労
働
組
合
活
動
へ
の
参
画

を
促
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取

組
み
を
し
て
い
る
か
に
つ
い
て

話
題
が
及
び
、
昼
休
み
の
時
間

を
使
っ
て
昼
食
を
と
り
な
が
ら

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
り
、

数
値
目
標
だ
け
で
な
く
「
な
ぜ

女
性
が
活
動
に
参
画
す
る
こ
と

が
必
要
な
の
か
」
を
し
っ
か
り

と
伝
え
る
な
ど
、
多
数
の
意
見

が
挙
が
り
ま
し
た
。
女
性
役
員

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
簡
単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

連
合
新
潟
女
性
委
員
会
と
し
て
、

活
動
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
は
３
月
１

日
、
新
潟
市
内
で
第
31
回
定
期
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
佐
藤
委
員

長
は
、
に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
が
結

成
さ
れ
た
経
緯
や
、
２
０
２
５
春

季
生
活
闘
争
な
ど
に
つ
い
て
話
を

し
た
の
ち
、
に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン

応
援
団
長
の
連
合
新
潟
・
小
林
会

長
が
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
大
会
は
２
０
２
６
年
１
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
地
域
ゼ
ネ
ラ

ル
連
合
」
に
関
連
し
た
、
組
合
規

約
の
改
正
や
予
算
な
ど
、
４
件
の

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。（
地

域
ゼ
ネ
ラ
ル
連
合
＝
規
約
に
も
と

づ
か
な
い
地
方
直
加
盟
組
織
の
問

間
関
係
の
悩
み
や
、
一
方
的
な
労

働
条
件
の
不
利
益
変
更
、
労
災
、

求
人
情
報
と
提
示
さ
れ
た
契
約
内

容
が
違
う
な
ど
、
様
々
な
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
で
は
、
多
く
の
働
く

仲
間
が
抱
え
る
職
場
で
の
悩
み
を

解
消
す
る
た
め
、
日
頃
か
ら
労
働

相
談
対
応
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
事
業
者
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
や
小
中
学
校
に
お
け

る
総
合
学
習
支
援
な
ど
フ
ァ
ー

ム
の
資
源
を
活
用
し
て
地
域
の

賑
わ
い
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
」
と
お
話
し
を
さ
れ
ま
し
た
。

題
な
ど
の

課
題
を
解

決
す
る
こ

と
を
目
的

に
創
設
さ

れ
る
）

　

ま
た
、

地
域
ゼ
ネ

ラ
ル
連
合

の
創
設
に

関
連
し
、
補
償
内
容
・
掛
金
が
統

一
化
さ
れ
た
新
た
な
団
体
制
度
導

入
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
す

べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
佐
藤
委
員
長
に
よ
る
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い
、
新
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。


